










































いずれも葉に吹く風を「すさぶ」と詠んで るが、③の西行の歌は「葉葛散りにけり」といっているから「すさぶ」は荒れる意で、この解釈ずっと変わらない。一方、室町以降の歌論書では、②の「す ぶ」は「荒れる」 、④の「吹きすさぶ」は、 吹き止む」と解されているが、現在ではともに吹く勢いが弱る意と考えるようになっている
< 注３
>。それは、竹の
葉に吹く風の音で「うたたね」の夢が破られたと詠み、あの方の訪れを待つ苦しさに耐えかねてつ 眠ってしまう私 や かにまどろませほしいと願う歌意にそぐわな と考えられたからだが、② 解釈に「慰み興ずる意で五三八とは別」
( 『新日本古典文学大系』一九九二年一月
) 、
「吹いてもてあそん いる。 『荒く吹く』という解がある 従えな 」( 『新編』一九九五年五月』
) と、ことさらに激しく吹く意を打ち消すの

















なることが多い。たとえば 「風吹きすさむ」は風が激しく吹く場合と、風がやむ場合と両方を表 。このように正反対の意を持つに到った事情は、十分明らかでない。しかし、この語は 本来自然の勢いに任せて…するの意だったらし 自然の勢 に任せるということは、一方では高揚・熱心の方向 、他方では荒廃・粗略の方向につながることになるから、両義への分化 考えられ いことではない。
と、説いておられる。括弧内は筆者が補った。
山口氏は自然を主体とする例で説明されているが、しかしながら、平







と、葵上のいつもながらの冷た 対応にお しろからぬ源氏が、和琴を心やりに軽く弾きながら、風俗歌常陸を声だけは艶めいて、葵上にあてこすって謡う姿を「すさびゐる」と表現している。正格とは異なる「すが掻」く奏法と気まぐれな謡いようで、源氏の憮然とした想いを描出しているのである。①の若紫巻の場合も 「筆うち置きつつ」書いている状態を「すさびゐ 」 いっているのだから、熱中ではなく、 、若紫の「をかしき」姿を思い出し思 出しし 気 向くままに筆を継いでいく文書きと考えられる。
このように、解釈は文脈の流れをいかに読み取るか、場面を、作品を
どう考えるかによっ 左右される。本稿では、他 語や他作品も視野に入れて解釈を考えていき、 ぶ」の語義をより細やかに探っていくことで、源氏物語の表現のありよう、その意図を考究 ていきたい。
二平安仮名文における「すさぶ」語彙
「すさび」 「すさみ」 「すさぶ」 「すさむ」など、複合語も含めて「す














































































⑧のうつほ物語では仲忠が、父兼雅に前斎宮との逢瀬をそそかされて、「すさめぬ事」ですと断っているし、⑨の源氏物語では、源氏が、弘徽澱の細殿で出会って契った人を、右大臣家のどの姫君な かと思いめぐらすなかで、四 君を「頭中将のすさめぬ四の君」 、正妻だが、頭中将が気に入っていない人と考えている。いずれも男がいま一つ恋情 持てない女君を「すさめぬ」と言い表す、まれな表現で、これらは和歌表現を散文で用いた、一種の引歌のようなものと考えら ないか。
ところが、否定の形をとらない「すさむ」が源氏物語に認められる。⑩「若君の、一夜宿直して、まかり出でたりし匂ひのいとをかしかり
しを、人はなほと思ひしを、宮のいと思ほし寄りて、兵部卿宮に近づききこえにけり、むべ我をばすさめたりと、気色取り 怨じたまへりしこそ かしか しか。 」
( 源氏物語、紅梅五三
)











ここでは後冷泉天皇の人となりを、人を「すさめ」ない 褒め いるから、 の「すさむ」は⑩と同じく、嫌う、遠ざける意 なろ 。つまり、時が経過すると、人間の行為をいう下二段の「すさむ」も、自然の勢いをいう四段の「すさぶ」のように、人間の行為でも、好 方向と好まなくなる方向を共に担うようになったのだろ か。
下二段活用の他動詞「すさむ」は平安和歌では「すさめぬ」の形で、



















ことや文を書 ことを「あそぶ」とはい すさ という。子
ふみ







































て遊ぶ」と合奏が多く、碁や双六競射が規則に則っているように、一定の規矩を内包している。それに比 て「 さぶ」 単独で、ややもすれば、心の赴くままの野放図な演奏となりかね い。一方、 「あそぶ」は音楽と真剣に向き合い、その世界に心身を解放して楽しむ。 「あそぶ」は音楽の方に主点があり、 「すさぶ」は演奏者の想いに主点があって源氏物語はそこ 鬱屈する想いなどを盛り込んだとおぼし































①は式部卿の女房大和が、 実頼の久しい途絶えに左衛門陣に訪ねていき、通りかかる人に取り次ぎを頼むところで、最初の人はどうしてこんなことをするのだと「言ひすさびて」入ってしまう。 『新編』では「気ままに、相手の話を聞いてやるという意図もなく、その場で思い付いた言葉を言い捨てる。 」と注している。②は平中が二年間恋文を贈っている人がいると い、③はある女に言 寄っていたところ、七月になってしまったと い、⑤では恋文を出したり出さなかっ りの言い寄る女がいたという。④はすこし異なる。平中 女が意気投合し に、他の女たちが寄 てきて、あれこれと「言ひすさびて」夜明けまでいたといのだが、 「言ひすさび」たの 平中なのか、女たちと平中なのか。
上二段活用の「言ひすさぶ」は、四段活用の「口ずさぶ」とは違って、



















を申しあげてうやむやにしてしまう。姫君たちは琴の音を聴か ただけでも恥ずかしいのに、正式 お聞かせするなんてとんでもないと思っから 、それを薫はまことに残念と思ってい 。ま 、浮舟 すげない態度を恨めしく思って帰り かかる中将は、引き止めよう する妹尼に「をちなる里」 、浮舟が冷淡だとよくわかったと「言ひすさみて」 、とりあわずに帰ろうと ている。 れも自分の気持ちが容れられず、報われぬ想いの中将の、いわば捨て台詞である。つまり、源氏物語の四例は状況の相違はあっても 相手に反論 、抗議している 言えよ
これが源氏物語に認められる「言ひすさぶ」の特徴である。大和物語
も女房を非難だけして無視している。平中物語も、 「言ふ」で なく「言ひすさぶ」だから、単に恋 訴え の はなく、相手を動 そうと自分の想いを言い募っているのである。
つまり、 「言ひすさぶ」は従来説かれてきた気まぐれに話したり、熱








赴くままに行うことをいうのだが、そのイメージは見方によって変貌する。ややもすれば逸脱する点からは、気ままで投げやりな行為、戯れの行為と見え、自己の欲求を貫こうとする点では、熱意のある行為と評価されたり、逆にわがままな行為と見え りする。 た、心に任せて進むことに重点を置けば加速 る方向にも収束に近づく方向にも用いられる。そのためか、同じ 精神の解放をいう「あそぶ」が、日常から離て楽しく過ごす行為で、 協同して行う場合も多い 節度をもって行う、社会的な行為でもあるのとは異なり、 「すさぶ」は日常に留まり そのなかで精神を解放するために 個人的で、他者を意識せず配慮を欠く事態も生じて、一種歓迎されないイメージを帯びている。
そうした「すさぶ」語彙のうち、他者を要するのは、下二段活用の「す
さむ」と四段活用の「言ひすさぶ」で、 「すさむ」は「すさめぬ」と否定の形で和歌表現とし 定着しており、 「言ひ ぶ 口ずさぶとは違って、相手に働きかけ 自らの立場を伝えようとする語で、源氏物語で 相手に抗議する際に認められ
源氏物語の独自性がもっとも顕著に現れているのは名詞である。ど
んなことを「すさび」といっている をみると、 「 び」二三例は戯れの恋二一例・絵や物語の享受一例・芸事一例で、 「す びごと」九は戯 八例・物語の享受一例、 「すさびわざ」二例は鼻に朱を塗るいたずらと詩作韻塞が一例ずつとなって、実に二九例が戯れ 恋なのである。 「すさび」の大多数は男の出来心での女性 の交渉、浮気 ある。では女君は、というと、女君の は古歌や物語の享受 男君とはまったくちがう。源氏物語では男 「す び は戯れ 恋、女の「
さび」は古歌や物語と、ジェンダーバイアスがかかっているのである。
しかも、男の「すさび」は、源氏一九例、匂宮二例、左馬頭・頭中将








> 根来司氏「中古和歌の語彙」 （ 『講座日本語の語彙２』明治書院、一
九八二年五月）
< ３







さむ」が和歌に使われなくなったため、 「荒」との連想が強く働いて、「荒れる か「止む」の一語で表せる動詞に置き換えたためではないかと説か ている。
< ４
> 「すさび」に「すさみ」 （金葉１） 、 「手すさび」に「手すさみ」 （金
葉１・狭衣１） 、 「すさびごと に「すさび言」
( 源氏３
) 、 「すさぶ」
に「すさぶ上二段」
( 源氏２
) ・ 「うちすさぶ」
( 寝覚１
) ・ 「好きすさぶ」
( 寝覚１
) 、 「口ずさび」には「口ずさみ」
( 源氏４、狭衣２
) 、 「口ずさ
ぶ」に「口すさぶ」
( 源氏３
) ・ 「うち口すさぶ」
( 源氏１
) 、 「言ひすさ
ぶ」に上二段活用
( 平中２
) ・ 「言ひすさむ」
( 源氏１
) ・ 「聞こえすさぶ」
( 源氏１
) ・ 「のたまひすさぶ」
( 源氏１
) 、 「吹きすさぶ」に「吹きすさ
む」
( 狭衣１
) 、 「弾きすさぶ」に「弾きすさむ」
( 源氏１、狭衣１
) 、 「書
きすさぶ」に「書きすさむ」
( 源氏１、狭衣２
) ・ 「書きすさびゐる」
( 源
氏１
)
を含めている。
< ５
> 拙論「あそび」 「あそぶ」考
( 『国語語彙史の研究八』和泉書院、一
九八七年一一月
) 、 『源氏物語と音楽』
( 和泉書院一九九三年一二月
)
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